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京都大学複合原子力科学研究所の将来計画案

第３期中期目標・中期計画 第４期中期目標・中期計画第２期中期目標・中期計画

ライフライン再生
（2012-2013）

KUR

臨界50年
（2014）

当面のKURの運転

KUR

臨界60年
（2024）改組改名

（2018）

KUR使用済み燃料
米国引き取りに係る

使用期限
（2026 5月）KUCA 燃料低濃縮化・運転継続

原子力利用を支える新しい
安全基盤科学の拠点の構築
（原子力安全基盤研究および教育の拠点）

量子ビームと核科学の革新的複合利用による
先端的物質科学・分析研究拠点の構築

複合原子力科学の有効利用を目指した先導的研究の推進
日本学術会議「マスタープラン(2010, 2014, 2017,2020)」 （原子力・放射線利用研究の高度化）

第３期は、KUR停止を見据えた変革の時期

◆熊取サイトにサイクロトロンによる代替加速器中性子源を実現
◆熊取サイトは「多様な放射線・RI利用拠点」学術・科学技術・人材育成の発展に貢献

KURの安定運転と高度利用が最優先

量子ビームと核科学の先端融合利用による
複合的物質生命科学・分析研究拠点の展開

ＫＵＲ停止後の方向性

添付③

▲
KURの停止決定

研究棟改修・増築新規制基準対応
（研究炉長期休止）


